
2019年（令和元年）７月号特集3 かごしま市民のひろば

鹿児島工業高校
卓球部

平成12年以来の出場
臆することなく挑戦する

鹿児島を一つにする演技で
観客に笑いと感動を

「攻める」プレーで
勝利の花を咲かせる

地元開催を力に
目指すは団体・個人優勝

主役は私だ！応援よろしくお願いします！

ラ・サール高校
体操部

鹿児島実業高校
新体操部

鹿児島女子高校
卓球部

鹿児島南高校
柔道部

　限られた練習時間の中で、互いに教え
合いながら切磋琢磨してきました。この
チームでの体操は、インターハイが最後
になります。全国から強豪がそろう中、
ムードにのまれることなく自分たちの体
操を貫きます。

　インターハイの演目のテーマは「セク
シー」。内容はみんなで考え、手足の指先
まで合わせる美しい演技を心掛けていま
す。鹿児島を一つにする最高の演技で、
観客に笑いと感動を届けます。

　どんなときも仲間とともに、卓球に正面
から向き合ってきました。ワンプレーごと
に声を掛け、励まし合う応援はどこにも負
けません。チャレンジ精神と攻めの気持ち
を忘れず、勝利の花を咲かせます。

　普段から明るく元気でよく笑うチー
ム。練習からしのぎあい、助け合うこと
で力をつけてきました。インターハイま
で実力をさらに高めて、一人一人の個性
を生かして粘り強く戦い、団体・個人で
頂点を目指します。

【出場競技種目】
男子チーム

【出場競技種目】
男子団体

【出場競技種目】
女子団体・ダブルス・
シングルス（５名）

奥野 壮
そう
亮
すけ
さん藤本 祥太さん

みんなで
応援しよう！
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三﨑 茉
まつ
莉
り
さん

鹿児島情報高校柔道部

鹿児島実業高校
新体操部

橋口 明枝さん

【出場競技種目】
女子団体・個人（８名）
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